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質問に対する回答 
 
 
 
 
 
 
 
  

よろしいです。 
（図面 A-03参照） 
 
 
建物周囲の土間ｺﾝｸﾘｰﾄ、地先境界ﾌﾞﾛｯｸ

等の解体です。 
（図面 A-04参照） 
 
浄化槽の解体はありません。 
電気・機械設備の埋設配管等の解体で

す。 
 

上記 5の回答のとおりです。 
保管箱の用意及び運搬の必要はありま

せん。 

よろしいです。 
PCBを含む機器類があった場合、現在
の保管場所であるｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ側物置へ保

管してください。 

現場発生土分のみの埋戻しでよろしい

です。 
 
 



 2 / 3 
 

 
 
 
  

よろしいです。 
図面 A-02の記載は、調査結果がｱｽﾍﾞｽﾄ
含有建材であった場合の取扱いです。 

よろしいです。 
 
 

厚さは 120程度、範囲は建築面積の範
囲、土間天端高さは GL+50程度を想定
しています。 
 

一般住宅布基礎程度（底盤 120×400、
立上 400×120、天端高さ GL+250）を
想定しています。 
 

900×400程度を想定しています。 
 
 

よろしいです。 
（土間ｺﾝｸﾘｰﾄとりこわしに含まれてい

ます。） 
 

よろしいです。 
 
 

「基礎部ｺﾝｸﾘｰﾄとりこわし」の摘要は

「大型ﾌﾞﾚｰｶｰ・圧砕機併用、根切り・

埋戻し(発生土利用)含む」として、数量
177m3にすべて含まれます。 
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設備解体工事に含まれます。 
 
 

よろしいです。 
（現状のままとしていますが、必要な

場合は協議します。） 
 


